
様式

技術名称 技術の分類 工法

会社名等 担当者 連絡先

パンフの有無

その他の資料

その他

技術の概要

従来、再資源化が不適とされてきた浚渫土砂等の泥土に繊維質系泥土改良材「ボン
ファイバー」と固化材を添加・混合することにより、ハンドリング性・施工性を向上さ
せ、迅速な災害復旧に貢献し、優れた強度特性・高耐久性等の機能を付加し、大幅
なコスト削減が可能となります。
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技術資料、積算資料、
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技術の特徴

【公共工事のどこに適用できるのか?】
(改良対象土)
・浚渫工から排出される浚渫土砂
(改良土再利用場所)
・河川堤防
・港湾埋戻し土

【改良土の特長】
①砂質土と砂質土を改良したボンテラン改良土の液状化抵抗率（FL)を検討する
　ため、「繰返し非排水三軸試験」を実施した。その結果、ボンテラン改良土は砂
　質土の13倍（FL=1.50）の液状化抵抗率を確認した。
　東日本大震災では、河川堤防や港湾構造物等の液状化によりせん断破壊や
　クラックが確認されたが、ボンテラン改良土を用いた盛土・埋戻し箇所では被
　害が確認されず、地震対策用地盤材料としての有効性が確認された。
　関東地方整備局主催　建設技術フォーラム2011で「東日本大震災で効果の
　あった技術」として応募総数165技術の中から6技術の一つに選定された。
②改良土を水中で使用する場合には水流に長期間さらされることが予想される。
　そこで水中耐浸食特性を検討した結果、ボンテラン改良土は未処理土の
　約10,000倍の耐浸食性を示し、安定処理土の約24倍といった極めて高い耐浸食
　性を有していることが確認された。
③ボンテラン改良土は安定処理土と比べ、一軸圧縮試験における"破壊ひずみ
　が大きく""変形係数が小さく"靱性の向上が図れる。
④降雨や地下水による乾湿繰返しの耐久性を確認するための乾湿繰返し試験
　の結果、ボンテラン改良土は乾湿繰返しを受けても劣化せず、高い耐久性を
　有する。
⑤本工法は改良直後の取扱い性に優れており、災害復旧現場で大量に発生す
　る軟弱土を現場内で仮設道路として再利用できる。
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